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雷 JjJ[電の研究(第 4報)

二地点における落雷の同時観測の結果について

I まえがき

I血友商での静電界変化の観測lから，落雷のさいの~内

での電荷の変化の様子を女uる場合に，観測地点の数が少
なければ，それだけ多くの仮定を導入しなければならな

い.したがって多くの場所で同時に観測する ζ とが望ま

しいわけであるが，さしあたって35年夏の観測では，二

地点での同時観測の結果が少し得られた.乙のうち議論

I(都合の良い記録は 4例だけであったが， ζれにより多

点観測の序報的な意味を含めて，落雷の構造を推論す

る.

竹内利雄石 川 晴治高木増美

乙の誘起電圧は適当な大き主にされた後iζ，，ま Y対数特

性を持つ掠iζ擬巾変調され，テープレコーダに録音され

る.観測装置全体としての時定数は，渋川で用いたもの

は 3sec程度で，実際の雷による静電界変化をよく表し

ているが，前橋で使用したものは 1sec弱で，多少小さ

い糠lζ思われる.更に両観測点での記録の対応は，無線

電話を利用して，前橋から渋川』ζ対応、信号を送るととに

より正確になされている.

111 観測結果と落雷に関する議論

乙Lで議論を進めてゆくための資料となる観測l結果は

11 観測地点と観測装置 第 l図lζ示す4組である.

l 先行放電;すでにわれわれは落雷の第1対地雷撃

観測地点は前橋市の電報電活局の屋上と，その北方 に先行して，非常に長時間にわたって雲内で放電が生じ

13kmの渋川市内にある土木出張所の構内の二箇所であ ている場合のあることを報告したが，(1) (2)第 2図の(4)

る. が先行放電の発生している例である.乙の記録は渋川の

観測装置は両地点とも空中線の時定数を除いては，ほ 近くに落ちた湾首によるものであるにもか』わらず，先

r同じ構成のものを使用した.そのあらましは次の通り 行放電による静電界変化は前橋の記録I(大きく現れてい

である.落雷により生ずる静電界変化により，垂直空中 て，もちろん記録は対数的な特性になっているし，両者の

線に電圧が誘起される.この空中線は渋川で用いている 感度もかなり差があるが，渋川の記録にはほとんどあら

ものは時定数 15secであり，実際の静電界変化がそのま われていない.先行放電が落電点を含む鉛直線上で生じ

L空中線誘起電庄ζ なるが，前橋側で用いたものは時定 た現象であれば， ζ ういう乙とはないと忠われるから，

数 1secで，実際の変化とは多少異なっている.しかし 落雷点より水平方向に移動した点で生じた放電であると

ζの程度の時定数ならば，お Lよその緒子は変らない. 考えられる.
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"1n凶 前橋， iY<川の二箇所で liJl lI~'に何られた泌12によ る治活界変化のdeU，.

2 m宙の宵与するii屯符の肖さ ・やはり (4)につい
て47える.乙の浴'，J;は'JJI!f.j1とよりiYdl1から約 4kmはな

れた地点で生じた・j~がわかっている . ムく前橋での記録は

第二宮駅による急変化の方が.第一雷撃によるものより

大きいのに，渋川では両者とも始ど等しいか，記録が対数

的な特性である乙とを与えれば，第二百悠lζよる変化の

方が小さい純である..!.l!1ζ問l刷ζ前嬬で光電管を使用し

て測定した7s光のJeZ止が，第二宮撃の方が強い乙と等を
考慮しながら，よく知られた式 E=2QH!(Lτ+H勺裕

一一一乙与でEは治活による静電界変化， QIま同じく落fE
lζより消貸されるm仰， H Iま落雷lζ 関する~屯荷の高

さ，Lは治illl.i.とU訊1'.... J，r，fJの水平距離である.一ーを利
用すれば，乙の議官は1i{二宮撃の方が電荷の消費量が大

きく，しかもその尚さも高いとして定性的に説明出米

る . しかも上式から第一宙空f~ILより消費される負電何の

高さは， 2 -3 km 以上である乙とも推測される.

次iζ対地雷寝間のゆるやかな変化，いわゆるJ変化に

ついて考えよう.(4)では前僑渋川の両者共ほとんど変

化はみとめられないが， Ijij橋の記録は空中線の時定数を

J苦慮IC入れると，実際は少しiEの変化をしているとJ7え

る.われわれは沼観測中iζ相異る二笛所で，ほとんどliJJ

時lζ務官の生じるのをしばしば目撃する.したがって!:({

2f~1の状に一泊所で得られた電気飲な記録からの分布で

は，多少不正確になるおそれがある.とζろがこ箇所で
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て良いだろう.一方渋川の方の記録は変化なしとみてよ 測定した場合Irは，同時二iζ生じた雷を分げる事は困難で

い. J 変化が正から~~になる所，すなわち変化なしの時 あるが，相つYいて生じた二つの落雷を分ける ζとは比

の電荷の向さを h，f寄宿点と観測点の[[Ijの水平ili離をL '1史的容易である. W; 1図の (1)(2) (3)は，共Ir二簡

とすると， h=L/〆2という関係がある (3)今 L=4 所で相つ rいて裕福の生じている例である.11'S 3聞に仰

とすればh=2.8kmとなる.乙れは先に出した値と矛盾 2図の中の600ms以内の資料にもとづいた分布と，第 i

しない.したがってこの落雷lζ関する負電荷の高さは 同により二箇所での留を分けた分布とをしめしてある.

3kmの附近にあると考えればよい. これによれば両者共ほとんど変っていない ζ とがわか

3 対地雷継問の日刊tl々 隔分イli:前橋で得られた記鉢 る.従ってif-2図は，対地電聖書問の分イrrを正舷にあらわ
から，対地雷悠聞の時間々隔の分布をしらべると，第 2 しているものと考えてよいであろう.

図の4まになり， 600ms附近と 3sec附近IC場界が現れて
いる. 乙Lで 600msより短い部分は， 一つの落雷の中

の対地雷怒tlijの時間分布をあらわし 3sec以上の部分

は各洛宮聞の時間分布をあらわしているものと考えられ

IV あとがき

雷の観測点を増加する乙とにより，多くの知識がえら
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れかけてきた.そして今後の成果に大いに期待できると

思われる.ffiが配置されている観測点』ζ好都合な位置

を， '1古lζ通過するとは限らないので，出来るだけ多くの

地点に観測点を配[返することが望ましい.又停電智ーによ

る欲測を少なくし，対応、のとれた資料の熔加につとめる

事も，今後ICyxされた課題のーつである.最後にζの研

究に終始御援助下さった金原当研究所長，前橋電線電話

局，群馬県渋川上水出娠所の方々に深く感謝いたしま

す.
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